
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR広島病院だより 

春号 春号 

新任のご挨拶 

河本広島大学名誉教授が院長に就任しました 

  新元号が発表されたその日に、JR広島病院長に着任しました河本昌志です。 

病院長就任にあたり、簡単に自己紹介とご挨拶申し上げます。 

私は、３月まで広島大学大学院医歯薬保健学研究科で麻酔蘇生学を担当する教育職にありました。そ

の職務内容は、学部学生・大学院生・研修医の教育、研究、臨床の教育と実践を担っておりました。こ

のたび縁あって JR広島病院長を拝命することなり、同じ医療の仕事とはいえ、まったく勝手が異なる

立場に日々奮闘しているところです。 

本院は、長くこの地にあって、地域医療の中核病院としての評価と地位を得てきました。これもひとえ

に日ごろからご支援いただいている地域で活躍される多くの先生方のおかげであり、厚く感謝申し上

げます。 

小野前院長のリーダーシップのもとに、本院は前身の鉄道病院の時代の姿から大きく変わり、近代的

で効率的なすばらしい病院に変貌をとげています。しかし地域医療を担う責任とその姿勢は従来と変

わらず、優しさと誠実さとを基本理念のキーワードとして前進しております。開院後３年になります

が、病院最上階にある緩和ケア病棟は地域の皆様との深い連携により維持発展していく病棟です。救

急患者にも従来どおり対応してまいります。そのほか健診センターや化学療法センター、内視鏡セン

ター、隣接する広島がん高精度放射線治療センターとの連携などもユニークな診療を展開して先生方

との連携体制にも貢献していると存じます。地域の医療支援体制の質的向上にも取り組む所存です。

多くの研修会、講習会等を通して地域の先生方と交流し、ご意見を頂戴しながら引き続き地域の医療

の中核としての責任を担う覚悟でおります。 

小野前院長と同様によろしくご指導、ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 JR広島病院 院長 河本 昌志 

2019年 4月実施 新入職員研修の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

循環器内科 医長 

折田 裕一 
（おりた ゆういち） 

志々田 将幸 
（ししだ まさゆき） 

外科 医長 

ﾘｳﾏﾁ・膠原病内科 医師 

広島市東区を中心に広島県全体のﾘｳﾏﾁ膠原病

診療に尽力して参ります。 

（あらき けい） 

荒木 慧 

（たおおか やすゆき） 

峠岡 康幸 
呼吸器内科 部長 

（すみたに だいすけ） 

住谷 大輔 

わかりやすく、親しみやすい診察を心がけます。 

（きど ゆうき） 

木戸 祐基 
整形外科 医師 

昨年放射線科へ入局し、本年度より JR 広島病

院で勤務することになりました。上級医と共に

信頼されるレポート作成に励んでいきます。 

（おかだ なおひろ） 

岡田 直大 

放射線科 医師 

外科 医長 

４月１日、４６名の新たな仲間が加わりました 

手術を中心とした大腸がん治療を専門にして

います。特に安全性と根治性を第一に低侵襲

（患者さんに優しい）手術を心がけて行って

います。患者さんのそばに寄り添い、全力でサ

ポートいたします。 

消化器外科、特に胃外科を専門にしてい

ます。地域医療に貢献できるようにがん

ばっていきます。 

丁寧な診療と安全な麻酔を心掛けています。

患者さまの全身状態にあわせたチーム医療に

よる質の高い周術期管理を目指します。 

（すずき まりこ） 

カリフォルニア大学医学部サンフランシスコ

校留学後に、広島大学病院（講師）と島根大学

医学部附属病院（呼吸器内科副診療科長・講

師）では呼吸器疾患全般の診療に、広島赤十

字・原爆病院とマツダ病院（呼吸器・アレルギ

ー科部長）ではアレルギー性疾患、肺腫瘍の診

療に従事してきました。広島市東部の地域医

療に貢献したいと考えます。 

鈴木 麻倫子 

麻酔科 医長 

（いのうえ かつみ） 

井上 勝己  

泌尿器科 医長 

当院では院長の交代とともに、この４月より、医

師９名、研修医４名、看護師２８名、理学療法士１

名、臨床工学技士１名、事務職員３名 計４６名の

新たな仲間を迎えました。 

 

在職中はお世話になりました。(３月末退職医師のご紹介)案内) 

呼吸器内科部長 安武 美紀 消化器外科部長 福田 敏勝 循環器内科医長 上田 智広 

外科医長 吉田 誠 泌尿器科医長 内藤 美季 整形外科医長 土井 一義 

「のぞみ保育園」も２年目となり、８名の新入園児

をむかえ、全園児２６名で新年度をむかえておりま

す。２年目ではありますが、月極、病児保育等のサー

ビスの提供を通じて、職員が安心して就労出来る環境

づくりに無くてはならない存在となっております。                     
 

４月１日、院内保育園 

「のぞみ保育園」の入園式を開催致しました 

 

～院内の企画、行事などの情報をお届けします～ 

虚血性心疾患・急性および慢性心不全・末梢動

脈疾患、そして高血圧症・高脂血症などの生活

習慣病に対して幅広く診療を行っておりま

す。患者さまには、わかりやすく病気のことや

治療法を説明し、ご希望に沿って治療を行っ

ておりますので、お気軽に御相談ください。 

排尿困難や尿失禁等、排尿機能障害を専門とし

ています。排尿症状は泌尿器以外の病気が原因

でなることも多く、また、生活の質を低下させ

るので、他の診療科医師並びに看護職等の多職

種間との連携を取りながら、患者様に適した治

療やケアが提供できるように努めます。 

ﾘｳﾏﾁ・膠原病内科医長 舟木 将雅 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～院内の企画、行事などの情報をお届けします～ 

082-262-1171 
 
082-262-1499 （代表） 

 

 

   

 

今年は、平成の時代が 4 月末で終わり、5 月 1 日の皇位継承により新たな元号の令和の時代が始まります。

国の内外に様々な不安定な要素を抱えながらも、新たな時代に輝かしい希望が開けて行くことを願わずにはい

られません。当院では、病院長を務めていました私が今年 3月 31日で退任し、4月 1日に広島大学医学部で麻

酔科の教授を勤めていました河本昌志先生を新病院長として迎え、一部の診療科にも新しい医師が赴任し、新

たな布陣でのスタートを切っています。私の方は、顧問という立場に変り、しばらく側面から病院を支えて行

く事になりました。2011 年 4 月以来勤めてまいりました 8 年間を振り返りますと、この間、2012 年に新病院

計画が立ち上がり、様々な議論の末に実行計画が進み、2014 年 4月に着工、2015 年 10 月に竣工、2,016 年 1

月 18日から新病院での診療開始という大きな変化がありました。さらに、同年 4月からは JR 西日本の企業病

院としての広島鉄道病院から、自主独立した一般医療法人 JR広島病院へと組織体も移行いたしました。それま

では、JR 西日本という大きな企業の中で庇護を受けた環境の下で診療活動を行なって来ましたが、法人化によ

り会社からは独立し、国民の高齢化が急速に進む厳しい情勢にある医療の世界の荒海に漕ぎ出しました。この

様な環境の大きな変化の中、多くの職員の医療に取り組む姿勢も変わってきたように思います。今まで以上に、

患者の皆様と誠実に接して行くことで、当院の診療内容に対するしっかりとした信頼を築いてゆき、多くの方々

にご利用いただこうとする様々な創意工夫が自主的に出てくるようになったと感じています。また、東区は広

島市内にあっては、医師会を中心に職種を越えた地域連携が最も進歩している地域となってきましたので、

その中にあって、当院もその輪の中に積極的に加わり、救急医療、看護ケア、薬々連携、感染対策などのセミナ

ーも開催し、地域全体での医療水準の向上への努力も続けています。新時代に移行する今年は、当院におきま

しても、新たな体制の下での診療が始まる節目の年になりました。しかし、病院の理念に掲げている基本的な

取り組み姿勢は変えることなく、医療を通じて更なる地域貢献を継続すべく、職員一同手を取り合って努力を

続けて行きたいと存じます。今後とも何卒よろしくお願い申しあげます。 

 

JR広島病院 顧問 小野 栄治 

当院は、４月３０日（火）、及び５月２日（木） 通常どおり診療を行い

ますのでお知らせさせていただきます。 



 

 

082-262-1171 （代表） 

※ご予約に関するお電話は、午後3時～5時の間でお願いいたします。 


